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「
７
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
し
に
住
む
橋
本
」 

                      

北
浦 

勝
大 
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登
場
人
物 

橋
本
太
助
（
３
３
） 

保
険
会
社
営
業
事
務
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

７
階
の
住
人 

 

川
畑
唯
（
３
２
） 

橋
本
の
同
僚 

 

島
田
守
（
４
９
） 
工
事
現
場
作
業
員
、 

６
階
の
住
人 

  

水
谷
春
（
３
２
） 

橋
本
・
川
畑
の
同
僚 

川
畑
美
保
（
６
１
） 

川
畑
の
母
。
鹿
児
島
在
住 

成
川
勉
（
３
３
） 

証
券
会
社
営
業 

田
村
孝
弘
（
３
５
） 

不
動
産
会
社
営
業 

 

市
沢
一
郎
（
５
０
） 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
人
、 

１
階
の
住
人 

住
人
Ａ
（
４
０
） 

主
婦
、
３
階
の
住
人 

住
人
Ｂ
（
２
７
） 

男
性
、
会
社
員
、
４
階
の
住
人 

 

上
司
（
５
５
） 

橋
本
の
上
司 

配
達
員
（
３
０
） 

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
Ａ
（
４
５
） 

 

現
場
監
督
（
４
０
） 

工
事
現
場
の
監
督 

作
業
員
Ａ
（
４
０
） 

引
越
し
業
者 

作
業
員
Ｂ
（
２
２
） 

引
越
し
業
者
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〇
保
険
会
社
オ
フ
ィ
ス
（
夕
） 

 
 

 
 

 

夏
。 

ク
ー
ル
ビ
ズ
姿
で
働
く
社
員
達
。 

時
計
が
１
７
時
半
を
指
し
、
終
業
の
チ

ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

働
き
続
け
る
社
員
た
ち
の
中
、
一
人
テ

キ
パ
キ
片
付
け
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
う 

男
、
橋
本
太
助
（
３
３

）
。 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

を
裏
返
し
、
足
早
に
オ
フ
ィ
ス
を
出
る
。 

裏
返
し
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
は
、

『
橋
本
』 

 

〇
一
軒
家
の
前
（
夜
） 

 
 

 
 

 

住
宅
街
。 

一
軒
家
に
入
っ
て
行
く
仕
事
終
わ
り
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
Ａ
（
４
５

）
。 

 
 

 
 

 

前
を
通
り
過
ぎ
る
橋
本
。 

 

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
Ａ
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
夜
） 
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
待
っ
て
い
る
親
子
。 

７
階
ま
で
記
さ
れ
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
階
数
表
示
。 

 
〇
同
・
前
～
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
の
前
（
夜
） 

 
 

 
 

 
外
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
待
つ
親
子

が
見
え
る
。 

前
を
通
り
過
ぎ
る
橋
本
。 

向
か
う
先
、
隣
に
あ
る
年
季
の
入
っ
た

マ
ン
シ
ョ
ン
。 

 
 

 
 

 

そ
の
名
も
『
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
』 

 
 

 
 

 

橋
本
、
入
っ
て
行
く
。 

街
灯
が
外
壁
を
照
ら
し
て
い
る
。 

マ
ン
シ
ョ
ン
Ａ
と
高
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
だ
。 

『
入
居
者
募
集
中
』
の
垂
れ
幕
。 

 

〇
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
夜
） 

『
７
０
１
』
の
郵
便
受
け
。 

 
 

 
 

 

を
開
け
る
橋
本
。 
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階
段
か
ら
降
り
て
来
る
ウ
ー
バ
ー
イ
ー

ツ
配
達
員
（
男
性
・
３
０

）
、 

配
達
員

「
（

息
を
切
ら
し
）
あ
ー
く
そ
っ
（
と
出
て

行
く

）
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
郵
便
受
け
を
閉
め
、
歩
き
出
す
。

向
か
う
は
階
段―

―
 

 
 

 
 

 

上
り
始
め
る
。 

 

〇
同
・
２
階
（
夜
） 

溜
息
混
じ
り
の
住
人
Ａ

(

女
性
・
４

０

）
、

エ
コ
バ
ッ
グ
片
手
に
、
３
階
か

ら
降
り
て
来
る
。 

上
っ
て
き
た
橋
本
と
す
れ
違
う
。 

橋
本
、
平
然
と
し
た
表
情
で
３
階
へ
。 

 

〇
同
・
３
階
（
夜
） 

 
 

 
 

 

上
っ
て
来
る
橋
本
、
４
階
へ
。 

 

〇
同
・
４
階
ま
で
の
階
段
（
夜
） 

 
 

 
 

 

ス
ー
ツ
姿
の
住
人
Ｂ
（
男
性
・
２
７
）
、 
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息
を
切
ら
し
、
上
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

後
ろ
か
ら
橋
本
、
悠
々
と
追
い
越
す
。 

 

〇
同
・
４
階
（
夜
） 

『
４
／
７
』
（
壁
に
記
さ
れ
た
階
数
）
。 

上
っ
て
く
る
橋
本
、
５
階
へ
。 

と
、
行
く
手
を
阻
む
よ
う
に
寝
て
い
る
、

作
業
着
姿
の
島
田
守
（
４
９

）
。 

手
に
は
カ
ッ
プ
酒
。 

橋
本

「
（

肩
を
叩
き
）
島
田
さ
ん
」 

島
田

「
（

朦
朧
と
）
ん
。
あ
ぁ
、
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
」 

橋
本
「
ほ
ら
、
あ
と
２
階
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」 

島
田
「
ん
、
あ
ん
が
と
あ
ん
が
と
（
と
ま
た
寝
る
）
」 

橋
本
「
お
う
ち
が
待
っ
て
ま
す
よ
」 

 

〇
同
・
７
階
（
夜
） 

 
 

 
 

 

玄
関
前
に
置
き
配
さ
れ
た
夕
食
。 

橋
本
、
そ
れ
手
に
取
り
部
屋
の
中
へ
。 

『
７
０
１
』
の
錆
び
た
プ
レ
ー
ト
。 
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〇
同
・
外
観
（
夜
） 

 
 

 
 

 

７
階
建
て
、
そ
び
え
た
つ
サ
ン
ラ
イ
ズ 

コ
ー
ポ
府
中
。 

タ
イ
ト
ル
『
７
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
し
に
住
む
橋
本
』 

 

〇
同
・
前
（
日
替
わ
り
・
朝
） 

 
 

 
 

 

管
理
人
の
市
沢
一
郎
（
５
０

）
、

歩
道 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

で
水
打
ち
。 

マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
出
て
く
る
ス
ー
ツ
姿

の
橋
本
。 

手
に
は
ゴ
ミ
袋
。 

橋
本
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

市
沢
「
お
。
い
っ
て
ら
し
ゃ
い
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
ゴ
ミ
捨
て
場
に
置
き
、
会
社
へ
。 

 
 

 
 

 

す
ぐ
に
収
集
車
が
到
着
し
、
回
収
。 

マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
急
い
で
出
て
く
る
、

寝
起
き
の
島
田
。 

両
手
い
っ
ぱ
い
に
大
き
な
ゴ
ミ
袋
。 

市
沢
「
島
田
さ
ん
。
も
う
遅
い
よ
」 

島
田
「
え
ぇ
ー
？
」 
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市
沢

「
（

無
言
で
島
田
を
見
た
ま
ま

）
」 

島
田
「…

…

だ
め
？
」 

市
沢
「
ダ
メ
」 

島
田
「…

…

。
持
っ
て
く
ん
の
大
変
な
ん
だ
よ
！
？
」 

市
沢
、
無
視
し
て
水
打
ち
再
開
。 

 
 

 
 

 
島
田
、
諦
め
て
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
撤
退
。 

 

〇
保
険
会
社
オ
フ
ィ
ス 

 
 

 
 

 

デ
ス
ク
に
着
い
て
い
る
橋
本
、
パ
ソ
コ

ン
越
し
に
、
向
こ
う
側
を
チ
ラ
チ
ラ
。 

視
線
の
先
、
愛
想
の
良
い
笑
顔
で
資
料

を
受
け
取
る
川
畑
唯
（
３
２

）
。 

視
線
に
気
づ
く
川
畑
。 

橋
本
、
咄
嗟
に
目
を
逸
ら
し
、
ド
ギ
マ

ギ
と
作
業
再
開
。 

×
 

×
 

×
 

 
 

 
 

 

時
計
が
１
７
時
半
を
指
す
。 

 
 

 
 

 

橋
本
、
テ
キ
パ
キ
と
片
付
け
始
め
る
。 

川
畑
「
お
疲
れ
様
で
し
た
ー
（
と
足
早
に
退
社

）
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
急
い
で
後
を
追
う
。 
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〇
同
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
（
夕
） 

 
 

 
 

 

川
畑
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
い
じ
り
な

が
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
待
っ
て
い
る
。 

橋
本

「
（

後
ろ
か
ら
来
て
）
早
い
で
す
ね
」 

 
 

 
 

 
川
畑
、
笑
っ
て
相
槌
を
打
ち
、
携
帯
を

い
じ
る
。 

橋
本

「
（

会
話
を
続
け
ら
れ
ず

）
」 

 
 

 
 

 

〇
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
・
４
階
（
夜
） 

 
 

 
 

 

島
田
、
泥
酔
し
寝
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

階
段
を
上
っ
て
く
る
橋
本
。 

橋
本
「

(

肩
を
叩
き

)

島
田
さ
ん
起
き
て
く
だ
さ
い
」 

島
田

「
（

寝
ぼ
け
て
）
お
ぉ
、
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
」 

橋
本
「
相
談
が
あ
り
ま
す
」 

島
田
「
ん
。
（
嬉
し
そ
う
に
）
な
に
よ
ぉ
」 

橋
本
「
気
に
な
る
女
性
に
は
、
ど
う
声
を
掛
け
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
か
」 

島
田
「
え
ぇ
？
（
得
意
げ
に
）
男
な
ら
、
ビ
シ
ー
っ 

と
い
っ
ち
ゃ
え
ば
い
い
の
よ
。
ビ
シ
ー
っ
と
」 
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橋
本
「
び
し
っ
と
」 

島
田
、
寝
て
い
る
。 

橋
本
、
び
し
っ
と
、
と
呟
き
な
が
ら
上

っ
て
い
く
。 

 

〇
バ
ー
（
夜
） 

 

 
 

 
 

 

し
わ
一
つ
な
い
ス
ー
ツ
姿
の
成
川
勉

（
３
３
）
が
座
っ
て
い
る
。 

成
川

「
（

自
信
に
満
ち
た
笑
顔
で
）
こ
な
い
だ
の
返 

事
、
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
も
い
い
か
な
」 

隣
に
座
っ
て
い
る
の
は
、
川
畑
。 

川
畑

「
（

考
え
て

）
」 

成
川
「
い
い
よ
、
ゆ
っ
く
り
で
」 

川
畑
「…

…

ち
ょ
っ
と
ま
だ…

…

」 

成
川

「
（

眉
を
ぴ
く
つ
か
せ
）
そ
っ
か
そ
っ
か
」 

川
畑
「…
…

」 

成
川

「
（

じ
れ
っ
た
い

）
」 

川
畑

「
（

俯
い
て
）
す
み
ま
せ
ん
」 

成
川
「…

…

（
立
ち
上
が
り
）
も
う
一
軒
行
こ
う
よ
」 
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〇
橋
本
の
部
屋
・
ベ
ラ
ン
ダ
（
夜
） 

 
 

 
 

 

広
が
る
夜
景
。 

 

〇
同
・
中
（
夜
） 

 
 

 
 

 

整
頓
さ
れ
た
広
い
室
内
（
２
Ｄ
Ｋ

）
。 

男
性
の
声
「
こ
の
夜
景
を
、
君
と
ま
た
一
緒
に
」 

そ
れ
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
配
信
）
の
ワ

ン
シ
ー
ン
。 

テ
レ
ビ
の
中
、
夜
景
の
見
え
る
丘
で
男

性
が
告
白
中
。 

橋
本
、
真
剣
な
表
情
で
観
て
い
る
。 

テ
レ
ビ
に
映
る
女
性
「…

…

は
い
、
喜
ん
で
」 

 
 

 
 

 

と
、
一
時
停
止
。 

 
 

 
 

 

巻
き
戻
し
を
し
て
、
同
じ
シ
ー
ン
を
再

度
観
る
。 

 

〇
保
険
会
社
オ
フ
ィ
ス
・
女
子
ト
イ
レ
（
日
替
わ
り
） 

水
谷
「
ま
た
保
留
！
？
」 

鏡
に
顔
を
近
づ
け
、
化
粧
直
し
を
し
て

い
る
水
谷
春
（
３
２

）
。 
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隣
に
川
畑
。 

水
谷
「
何
に
そ
ん
な
引
っ
か
か
っ
て
ん
の
？
」 

川
畑
「
ん
ー
、
な
ん
て
い
う
か…

…

」 

 
 

 
 

 

個
室
か
ら
出
て
き
た
新
入
社
員
、
川
畑

ら
に
並
ん
で
手
を
洗
う
。 

 
 

 
 

 
気
ま
ず
そ
う
に
黙
る
川
畑
。 

 
 

 
 

 

新
入
社
員
、
お
疲
れ
さ
ま
で
ー
す
、
と

出
て
行
く
。 

水
谷

「
（

化
粧
を
続
け
な
が
ら
）
あ
の
子
と
私
達
に

は
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
で
し
ょ
う
」 

川
畑
「
な
に
」 

水
谷
「
余
裕
。
こ
う
し
て
私
ら
が
ト
イ
レ
に
い
る
分

だ
け
、
あ
の
子
は
シ
ャ
バ
に
出
て
ん
の
」 

川
畑
「
シ
ャ
バ
？
」 

 

〇
同
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
（
夕
） 

 
 

 
 

 

仕
事
終
わ
り
の
川
畑
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
乗
り
込
み
、
扉
が
閉
ま
る
。 

 
 

 
 

 

駆
け
足
で
来
る
橋
本
（
間
に
合
わ
ず
）
。 
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〇
川
畑
の
部
屋
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 

 
 

 

１
Ｋ
の
室
内
。 

テ
レ
ビ
台
の
上
に
、
試
供
品
の
化
粧
水

等
が
大
量
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
（
整
頓

さ
れ
て
い
な
い

）
。 

テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
携
帯
電
話
、
ス

ピ
ー
カ
ー
で
『
川
畑
美
保
』
（
川
畑

母
・
６
１
）
と
繋
が
っ
て
い
る
。 

川
畑
母

「
（

オ
フ
）
も
う
ね
、
あ
ん
た
だ
っ
て
も
う 

若
く
な
い
ん
だ
か
ら
」 

バ
ス
タ
オ
ル
を
頭
に
巻
き
、
顔
パ
ッ
ク

姿
の
川
畑
。
キ
ッ
チ
ン
か
ら
芋
焼
酎
と

グ
ラ
ス
を
持
っ
て
来
る
。 

川
畑
母

「
（

オ
フ
）
あ
れ
よ
？ 

お
母
さ
ん
は
ね
、 

あ
の
、
で
き
ち
ゃ
っ
た
婚
？
で
も
い
い
ん
よ
？
」 

川
畑

「
（

座
っ
て
）
何
言
っ
て
ん
の
よ
。
も
う
切
る 

よ
（
と
切
る

）
」 

テ
レ
ビ
画
面
に
反
射
し
て
映
る
川
畑
。 

つ
ま
ら
な
そ
う
に
焼
酎
を
す
す
っ
て
い

る
。 
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川
畑

「
（

映
る
自
分
を
ジ
ッ
と
見
て

）
」 

 

〇
保
険
会
社
オ
フ
ィ
ス
（
日
替
わ
り
） 

 
 

 
 

 

資
料
を
抱
え
、
歩
く
川
畑
。 

橋
本
の
声
「
川
畑
さ
ん
」 

 
 

 
 

 
振
り
向
く
と
、
そ
こ
に
は
橋
本
。 

橋
本
「
そ
れ
、
人
事
部
ま
で
、
で
す
よ
ね
」 

川
畑
「
あ
、
は
い
」 

橋
本
「
僕
、
行
き
ま
す
よ
」 

川
畑
「
え
？
」 

橋
本
「
行
き
ま
す
」 

川
畑
「
い
や
」 

橋
本
「
つ
い
で
な
ん
で
」 

川
畑
「
じ
ゃ
あ…
…

お
願
い
し
ま
す
（
と
渡
す

）
」 

 
 

 
 

 

受
け
取
る
橋
本
。 

 
 

 
 

 

川
畑
、
橋
本
の
左
手
を
見
や
る
。 

 
 

 
 

 

薬
指
に
指
輪
は
な
い
。 

川
畑
「
あ
」 

橋
本
「
？
」 

川
畑
「
あ
い
え
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 
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〇
居
酒
屋
Ａ
（
夜
） 

 
 

 
 

 

会
社
の
飲
み
会
。 

 
 

 
 

 

ビ
ー
ル
、
ハ
イ
ボ
ー
ル
、
と
一
杯
目
の

注
文
を
ま
と
め
る
中
、 

川
畑
「
じ
ゃ
あ
私
も
（
と
他
に
合
わ
せ
る

）
」 

橋
本

「
（

手
を
上
げ
）
梅
し
そ
サ
ワ
ー
で
」 

 
 

 
 

 

橋
本
だ
け
違
う
注
文
。 

 
 

 
 

 

他
社
員
、
梅
し
そ
サ
ワ
ー
ひ
と
つ
ー
、

と
呼
応
し
店
員
へ
伝
わ
っ
て
い
く
。 

 
 

 
 

 

川
畑
、
橋
本
を
見
る
と
。 

 
 

 
 

 

割
箸
袋
で
箸
置
き
を
作
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 
 

 

新
入
社
員
を
中
心
に
盛
り
上
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

端
の
席
に
、
橋
本
と
川
畑
。 

 
 

 
 

 

店
員
が
橋
本
に
梅
し
そ
サ
ワ
ー
を
持
っ

て
く
る
。 

川
畑
「
い
つ
も
そ
れ
な
ん
で
す
か
？
」 

橋
本

「
（

ぎ
こ
ち
な
く
）
は
い
。
基
本
的
に
」 

と
箸
を
自
作
箸
置
き
へ
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 14 

川
畑
「
な
ん
か
、
橋
本
さ
ん
っ
て
変
わ
っ
て
ま
す
ね
」 

橋
本
「
そ
れ
は
」 

川
畑
「
あ
、
良
い
意
味
で
す
」 

橋
本
「
は
あ
」 

川
畑
「
何
か
趣
味
と
か
あ
る
ん
で
す
か
？
」 

橋
本

「
（

考
え
て
）
植
物
育
て
て
ま
す
。
あ
と
家
庭 

菜
園
と
か
」 

川
畑
「
ご
結
婚
さ
れ
て
る
ん
で
し
た
っ
け
」 

橋
本
「
一
人
で
す
」 

川
畑
「
へ
ー
」 

橋
本
「
な
ん
で
で
す
か
？
」 

川
畑

「
（

笑
っ
て
誤
魔
化
し
）
ど
ん
な
の
育
て
て
る 

ん
で
す
か
？
」 

橋
本

「
（

携
帯
を
手
に
取
り
、
画
面
を
見
せ
）
こ
ん 

 
 

 
 

な
感
じ
で
色
々
と
。
こ
れ
ウ
ン
ベ
ラ
ー
タ
っ
て 

 
 

 
 

い
う
ん
で
す
け
ど
、
大
き
く
な
っ
た
ら
枝
分
し

て
（
と
話
し
続
け
る

）
」 

川
畑
、
真
剣
に
話
す
橋
本
の
横
顔
を
見

や
る
。 
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橋
本
「
最
初
は
一
つ
だ
っ
た
の
が
、
こ
れ
と
か
は
８

本
目
で
」 

川
畑
「
そ
ん
な
に
！
？
」 

橋
本
「
ま
あ
。
他
に
も
ト
マ
ト
と
か
し
そ
と
か
あ
っ

て
。
そ
れ
使
っ
て
梅
し
そ
サ
ワ
ー
作
っ
た
り
」 

川
畑
「
え
ー
す
ご
い
。
（
画
像
を
覗
き
込
み
）
て
か
、

景
色
良
い
で
す
ね
」 

橋
本
「
ま
あ
７
階
な
ん
で
」 

 
 

 
 

 

川
畑
の
携
帯
電
話
が
鳴
っ
て
い
る
。 

 

〇
同
・
廊
下
（
夜
） 

 
 

 
 

 

電
話
を
し
て
い
る
川
畑
。 

川
畑
「
い
ま
飲
み
会
な
ん
よ
」 

川
畑
母

「
（

オ
フ
、
嬉
し
そ
う
に
）
あ
ら
そ
う
な
ん
。

い
い
じ
ゃ
な
い
の
～
」 

川
畑
「
な
に
」 

川
畑
母

「
（

オ
フ
）
い
や
あ
の
ね
、
お
母
さ
ん
来
週

唯
の
と
こ
行
こ
う
か
な
あ
っ
て
」 

川
畑
「
来
週
！
？
」 
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川
畑
母

「
（

オ
フ
）
で
も
い
い
の
。
ま
た
連
絡
す
る

か
ら
。
飲
み
会
楽
し
ん
で
ね
（
と
切
れ
る
）
」 

川
畑
「…

…

な
ん
で
嬉
し
そ
う
な
の
よ…

…

」 

 
 

 
 

 

川
畑
、
戻
ろ
う
と
席
へ
向
か
う
。 

 
 

 
 

 

席
で
は
、
周
り
の
喧
騒
を
気
に
せ
ず
、

険
し
い
顔
で
メ
ニ
ュ
ー
を
吟
味
し
て
い

る
橋
本
。 

橋
本

「
（

突
然
手
を
挙
げ
）
も
ろ
こ
し
揚
げ
一
つ
く

だ
さ
い
！
」 

 
 

 
 

 

川
畑
、
小
さ
く
笑
う
。 

 

〇
同
・
外
（
夜
） 

 
 

 
 

 

二
次
会
へ
向
か
う
社
員
一
同
。 

 
 

 
 

 

水
谷
、
川
畑
の
元
へ
。 

水
谷
「
ま
じ
疲
れ
た
。
帰
ろ
（
と
駅
方
面
へ

）
」 

川
畑
「
あ
あ
、
う
ん
（
と
辺
り
を
見
回
し

）
」 

 
 

 
 

 

橋
本
の
姿
を
見
つ
け
る
。 

 
 

 
 

 

橋
本
、
二
次
会
方
面
で
も
駅
で
も
な
い

方
向
へ
歩
き
出
す
。 

川
畑

「
（

水
谷
へ
）
ご
め
ん
！ 

先
帰
っ
て
て
！
」 
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と
橋
本
の
元
へ
。 

川
畑
「
橋
本
さ
ん
」 

橋
本

「
（

振
り
返
り
、
驚
い
て
）
は
い
」 

川
畑
「
ど
こ
か
行
く
ん
で
す
か
？
」 

橋
本

「
（

緊
張
し
た
様
子
で
）
帰
り
ま
す
。
家
こ
っ

ち
な
ん
で
」 

川
畑
「
あ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」 

橋
本
「
は
い
。
こ
こ
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
で
」 

沈
黙
。 

川
畑
「…

…

な
ん
か
す
み
ま
せ
ん
、
お
休
み
な
さ
い

（
と
戻
っ
て
い
く

）
」 

 
 

 
 

 

遠
く
な
っ
て
い
く
川
畑
の
後
ろ
姿
。 

橋
本
「
あ…

…

。
あ
の
！
」 

 

〇
居
酒
屋
Ｂ
・
前
（
夜
） 

 
 

 
 

 

満
席
で
す
、
と
店
員
。 

 
 

 
 

 

会
釈
を
し
て
、
歩
き
出
す
橋
本
と
川
畑
。 

川
畑
「
ど
こ
も
空
い
て
な
い
で
す
ね
」 

橋
本

「
（

辺
り
を
見
て
）
他
に
は…

…

」 

川
畑
「
ん
ー…

…

」 
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橋
本
「…

…

ま
た
今
度
の
方
が
い
い
で
す
か
ね
」 

川
畑

「
（

小
さ
く
）
あ
の
、
自
家
製
の
梅
し
そ
サ
ワ

ー
で
し
た
っ
け…

…

」 

橋
本
「
は
い
」 

川
畑
「
お
い
し
い
、
で
す
か
？
」 

橋
本
「
そ
り
ゃ
あ
も
う
、
お
い
し
い
で
す
よ
」 

川
畑
「…

…

飲
ん
で
み
た
い
か
も
、
で
す
」 

橋
本
「
え
？
」 

川
畑
「
ま
だ
時
間
あ
り
ま
す
し
、
も
し
良
け
れ
ば
、 

一
杯
ど
う
か
な
っ
て…

…

」 

 
 

 
 

 

息
を
の
む
橋
本
。 

 

〇
府
中
け
や
き
並
木
通
り
（
夜
） 

 
 

 
 

 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
続
く
道
。 

そ
の
中
を
歩
く
、
橋
本
と
川
畑
。 

川
畑
「
橋
本
さ
ん
っ
て
結
婚
と
か
考
え
て
ま
す
か
？
」 

橋
本

「
（

驚
い
て
）
え
。
え
っ
と
、
そ
れ
は
ど
う
い 

う
意
味
で…

…

」 

川
畑

「
（

笑
っ
て
）
聞
い
た
だ
け
で
す
よ
」 

橋
本

「
（

緊
張
し
た
面
持
ち
で

）
」 
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〇
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
・
前
（
夜
） 

 
 

 
 

 

橋
本
と
川
畑
、
到
着
。 

橋
本
「
こ
こ
で
す
」 

 
 

 
 

 

視
線
の
先
、
７
階
建
て
の
そ
び
え
た
つ

サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
。 

川
畑
「
あ
、
あ
そ
こ
に
大
き
な
植
物
が
見
え
ま
す
」 

橋
本
「
あ
れ
が
う
ち
で
す
」 

川
畑
「
見
晴
ら
し
良
さ
そ
う
で
す
ね
」 

橋
本
「
天
気
が
良
け
れ
ば
、
富
士
山
も
見
え
ま
す
」 

川
畑
「
富
士
山
で
す
か
？
」 

橋
本
「
今
日
の
朝
も
、
ば
っ
ち
り
見
え
て
」 

川
畑
「
え
ー
、
す
ご
い
」 

橋
本
「
行
き
ま
す
か
」 

 
 

 
 

 

マ
ン
シ
ョ
ン
へ
入
っ
て
い
く
二
人
。 

 

〇
同
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
夜
） 

 
 

 
 

 

郵
便
受
け
を
開
け
て
い
る
橋
本
。 

 
 

 
 

 

川
畑
、
辺
り
を
見
回
し
て
い
る
。 

橋
本

「
（

閉
め
て
）
行
き
ま
し
ょ
う
」 
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川
畑
「
は
い
（
と
つ
い
て
行
く

）
」 

橋
本
が
歩
く
先
に
は
、
階
段
。 

橋
本
、
上
り
始
め
る―

―
―

 

 
 

 
 

 

立
ち
止
ま
る
川
畑
、
辺
り
を
見
回
す
。 

川
畑

「
（

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
？

）
」 

橋
本
の
声
「
こ
っ
ち
で
す
よ
！
」 

 
 

 
 

 

ど
ん
ど
ん
上
っ
て
い
く
橋
本
の
足
音
。 

川
畑

「
（

ど
う
い
う
こ
と
？

）
」 

 

〇
同
・
２
階
ま
で
の
階
段
（
夜
） 

階
段
を
上
る
川
畑
、
不
審
な
表
情
に
変

わ
っ
て
い
く
。 

川
畑
「
階
段
な
ん
で
す
か
？
」 

橋
本

「
（

終
始
機
嫌
良
く
）
そ
う
で
す
」 

川
畑
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」 

橋
本
「
は
い
」 

 
 

 
 

 

川
畑
の
足
元
、
き
つ
い
ヒ
ー
ル
。 

 
 

 
 

 

ど
ん
ど
ん
上
る
橋
本
、
階
段
を
折
返
し
、

川
畑
の
視
界
か
ら
消
え
て
い
く
。 
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川
畑
「
あ
の
！ 

さ
っ
き
外
か
ら
見
え
た
と
こ
で
す

よ
ね
！
」 

橋
本
の
声
「
植
物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
こ
で
す
！
」 

川
畑
「
あ
そ
こ
！ 

７
階
で
す
よ
ね
！
」 

橋
本
の
声
「
は
い
！ 

天
気
が
良
け
れ
ば
、
富
士
山

が
見
え
ま
す
！ 

昨
日
の
朝
も
見
え
ま
し
た
！
」 

淡
々
と
上
る
橋
本
の
足
音
。 

 
 

 
 

 

川
畑
、
事
態
が
呑
み
込
め
な
い
。 

 

〇
同
・
３
階
（
夜
） 

 
 

 
 

 

息
を
切
ら
し
て
い
る
川
畑
、
３
階
へ
。 

 
 

 
 

 

ヒ
ー
ル
で
足
元
が
辛
い
。 

手
持
ち
バ
ッ
グ
が
体
力
を
削
る
。 

 
 

 
 

 

橋
本
の
姿
は
も
は
や
見
え
ず
、
足
音
だ

け
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

川
畑
「
橋
本
さ
ん
！
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
い
ん
で
す

か
！
」 

橋
本
の
声
「
は
い
！ 

あ
と
４
階
で
す
！
」 

 
 

 
 

 
 

〇
同
・
４
階
（
夜
） 
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川
畑
、
膝
を
押
し
て
、
ど
う
に
か
４
階

へ
上
が
っ
て
く
る
。 

川
畑

「
（

息
を
切
ら
し
て

）
」 

橋
本
の
声
「
島
田
さ
ん
、
お
う
ち
が
待
っ
て
ま
す
よ
」 

 
 

 
 

 

川
畑
、
声
に
反
応
し
て
前
を
見
る
。 

 
 

 
 

 
そ
こ
に
は
、
カ
ッ
プ
酒
片
手
に
寝
て
い

る
島
田
。 

 
 

 
 

 

そ
し
て
、
島
田
の
肩
を
叩
き
話
し
か
け

て
い
る
橋
本
。 

島
田

「
（

眠
そ
う
に
）
お
ぉ
、
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
」 

何
や
ら
会
話
を
し
始
め
る
二
人
。 

慣
れ
た
様
子
の
橋
本
。 

島
田

「
（

川
畑
に
気
づ
き
、
橋
本
へ
）
お
、
珍
し
い 

じ
ゃ
な
い
の
お
」 

橋
本

「
（

照
れ
て
）
い
え
い
え
そ
ん
な
」 

島
田
「
へ
へ
へ
」 

川
畑
「…

…

」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
振
り
返
り
、 

橋
本

「
（

笑
顔
で
）
行
き
ま
し
ょ
う
」 

川
畑
「
帰
り
ま
す
」 
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橋
本
「
え
？
」 

 
 

 
 

 

川
畑
、
翻
し
、
足
早
に
階
段
を
降
り
て

い
く
。 

橋
本
「
川
畑
さ
ん
！
？
」 

川
畑
の
声

「
（

足
音
共
に
）
ご
め
ん
な
さ
い
！
」 

橋
本
「…

…
？
（
と
島
田
を
見
る
と

）
」 

 
 

 
 

 

ぐ
っ
す
り
寝
て
い
る
。 

 

〇
橋
本
の
部
屋
・
中
（
夜
） 

 
 

 
 

 

橋
本
、
テ
レ
ビ
を
観
て
い
る
。 

橋
本

「
（

集
中
で
き
な
い

）
」 

 

〇
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
・
４
階
（
夜
） 

 
 

 
 

 

降
り
て
来
る
橋
本
。 

 
 

 
 

 

島
田
、
ま
だ
寝
て
い
る
。 

橋
本
「
島
田
さ
ん
（
と
肩
を
揺
ら
す

）
」 

 
 

 
 

 

島
田
、
寝
た
ま
ま
。 

橋
本

「
（

肩
を
揺
ら
し
）
あ
の
、
さ
っ
き
僕
何
か
変

な
こ
と
し
て
ま
し
た
か
」 

島
田

「
（

寝
ぼ
け
て
）
ん
も
う
（
と
振
り
ほ
ど
く
）
」 
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橋
本
「
島
田
さ
ん
」 

島
田

「
（

朦
朧
と
）
こ
ん
な
と
こ
住
ん
で
る
奴
ぁ
な 

あ
、
誰
に
も
相
手
に
ゃ
さ
れ
ね
え
の
。
そ
ー
い

う
も
ん
な
の
！
（
と
寝
る

）
」 

橋
本
「…

…

」 

 

〇
保
険
会
社
オ
フ
ィ
ス
（
日
替
わ
り
） 

 
 

 
 

 

デ
ス
ク
に
着
い
て
い
る
橋
本
。 

 
 

 
 

 

視
線
の
先
、
仕
事
を
し
て
い
る
川
畑
。 

 
 

 
 

 

目
が
合
わ
な
い
。 

 
 

 
 

 

意
を
決
し
た
橋
本
、
川
畑
の
元
へ
。 

橋
本
「
川
畑
さ
ん
」 

川
畑
「
ご
め
ん
な
さ
い
（
と
席
を
立
つ

）
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
取
り
残
さ
れ
る
。 

 

〇
不
動
産
屋
の
前
（
夕
） 

仕
事
終
り
の
橋
本
、
窓
に
張
ら
れ
た
賃

貸
物
件
チ
ラ
シ
を
見
て
い
る
。 

橋
本

「
（

真
剣

）
」 

島
田
の
声

「
（

横
か
ら
）
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
？
」 
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今
日
も
作
業
着
姿
の
島
田
。 

島
田
「
え
、
な
に
、
ひ
っ
こ
し
ち
ゃ
う
の
」 

橋
本
「
あ
そ
こ
に
住
む
の
っ
て
、
お
か
し
い
こ
と
な

ん
で
す
よ
ね
」 

島
田
「
な
ん
だ
よ
お
、
い
き
な
り
」 

橋
本
「
昨
日
島
田
さ
ん
が
言
っ
て
ま
し
た
」 

島
田
「
ん
な
こ
と
言
っ
た
か
な
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
ジ
ッ
と
島
田
の
言
葉
を
待
つ
。 

島
田

「
（

不
機
嫌
そ
う
に
な
り
）
ま
、
そ
う
か
も
し

ん
ね
ぇ
な
。
知
ら
ね
え
け
ど
（
と
ど
こ
か
へ
）
」 

橋
本
「…

…

」 

 
 

 
 

 

賃
貸
チ
ラ
シ
に
書
か
れ
た
文
字
。 

『
一
人
暮
ら
し
の
社
会
人
に
最
適
！
』 

 
 

 
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 
 

 

不
動
産
屋
の
窓
か
ら
、
中
で
座
っ
て
い

る
橋
本
が
見
え
る
。 

営
業
の
田
村
孝
弘
（
３
５
）
の
話
を
聞

き
な
が
ら
、
熱
心
に
資
料
を
見
て
い
る
。 

 

〇
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
・
４
階
（
夜
） 
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橋
本
、
上
っ
て
来
る
。 

 
 

 
 

 

泥
酔
し
、
寝
て
い
る
島
田
。 

橋
本

「
（

島
田
の
肩
を
叩
き
）
島
田
さ
ん
。
お
う
ち

が
待
っ
て
ま
す
よ
」 

 
 

 
 

 

島
田
、
目
を
開
け
橋
本
を
ジ
ッ
と
見
る
。 

島
田
「…

…
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
、
ほ
ん
と
に
引
っ
越

す
の
」 

橋
本
「
検
討
し
て
ま
す
」 

島
田
「
ふ
ー
ん
（
と
フ
ラ
フ
ラ
立
ち
上
が
り

）
。

飲

み
な
お
そ
（
千
鳥
足
で
危
な
っ
か
し
い

）
」 

橋
本
「
や
め
た
方
が
い
い
で
す
よ
」 

島
田
「
い
ん
だ
よ
」 

 
 

 
 

 

が
、
つ
ま
ず
き
階
段
に
手
を
つ
く
。 

橋
本

「
（

島
田
の
肩
を
担
ぎ
）
送
り
ま
す
」 

島
田
「…

…

」 

 

〇
同
・
４
階
～
６
階
ま
で
の
階
段
（
夜
） 

 
 

 
 

 

橋
本
、
島
田
の
肩
を
担
い
だ
ま
ま
、
階

段
を
上
っ
て
い
る
。 

島
田
「…

…

俺
も
引
っ
越
そ
っ
か
な
」 
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橋
本
「
引
っ
越
し
た
い
ん
で
す
か
」 

島
田
「
あ
た
り
め
ぇ
だ
ろ
こ
ん
な
と
こ
。
ま
、
金
ね

え
し
無
理
だ
け
ど
」 

橋
本
「
４
０
万
円
く
ら
い
で
で
き
ま
す
よ
」 

島
田
「…

…

。
そ
い
や
あ
の
女
の
子
、
帰
っ
ち
っ
た

ま
ま
？
」 

橋
本
「
覚
え
て
た
ん
で
す
ね
」 

島
田

「
（

頷
い
て
）
ま
、
女
っ
て
そ
う
い
う
も
ん
だ

よ
。
階
段
が
や
だ
ー
、
と
か
そ
ん
な
理
由
で
出

て
っ
ち
ま
う
ん
だ
。
俺
の
カ
ミ
さ
ん
も
そ
う
だ

っ
た
か
ら
、
そ
う
い
う
も
ん
だ
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
納
得
し
た
よ
う
に
、
頷
く
。 

島
田
「
ま
っ
た
く
」 

橋
本
「
あ
れ
、
で
も
さ
っ
き
島
田
さ
ん
も
引
っ
越
し

た
い
っ
て
」 

島
田
「
ま
あ
な
」 

橋
本
「
な
ん
で
で
す
か
」 

島
田
「
階
段
き
ち
ぃ
も
ん
」 

橋
本
「…

…

」 
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島
田
「
い
や
で
も
だ
か
ら
っ
て
よ
お
、
出
て
く
こ
と

ね
え
じ
ゃ
ん
？ 

俺
だ
っ
て
知
ら
ん
か
っ
た
も

ん
。
不
動
産
屋
の
兄
ち
ゃ
ん
教
え
て
く
ん
な
か

っ
た
し
。
た
だ
、
こ
ん
な
安
く
て
良
い
物
件
な

い
で
す
よ
ー
、
奥
さ
ん
喜
び
ま
す
よ
ー
、
今
決

め
な
い
と
す
ぐ
に
で
も
埋
ま
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ

ー
つ
っ
て
」 

橋
本
「
ま
だ
空
い
て
ま
す
ね
」 

島
田
「
ず
っ
と
ガ
ラ
ガ
ラ
だ
よ
。
て
か
は
し
も
っ
ち

ゃ
ん
、
俺
に
カ
ミ
さ
ん
い
た
っ
て
知
っ
て
た
っ

け
」 

橋
本
「
今
知
り
ま
し
た
」 

島
田
「…

…

堪
っ
た
も
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
。
良
か
れ
と

思
っ
て
契
約
し
て
き
た
っ
つ
う
の
に
、
階
段
の

せ
い
で
逃
げ
ら
れ
て
よ
」 

橋
本
「
や
は
り
階
段
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」 

島
田
「
階
段
だ
よ
ち
き
し
ょ
う
」 

 

〇
同
・
６
階
の
廊
下
（
夜
） 

 
 

 
 

 

上
が
っ
て
く
る
島
田
と
橋
本
。 
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島
田
「
あ
ん
が
と
あ
ん
が
と
（
と
離
れ
る

）
」 

橋
本
「
お
や
す
み
な
さ
い
」 

島
田
「
お
ん
」 

 
 

 
 

 

階
段
を
上
ろ
う
と
す
る
橋
本
。 

島
田
「
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
」 

 
 

 
 

 
振
り
向
く
橋
本
。 

島
田
「
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
は
、
こ
こ
気
に
入
っ
て
る

わ
け
？
」 

橋
本
「
ま
あ
。
広
い
し
安
い
し
、
隣
居
な
い
で
す
し
」 

島
田
「
じ
ゃ
あ
さ
、
や
っ
ぱ
引
っ
越
し
や
め
ち
ゃ
え

ば
？
」 

橋
本
「
え
？
」 

島
田
「
だ
っ
て
い
い
じ
ゃ
ん
か
。
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん 

 

が
満
足
し
て
ん
な
ら
」 

橋
本

「
（

考
え
て

）
」 

島
田
「…
…

や
、
わ
り
わ
り
。
う
そ
。
今
の
忘
れ
て
。

引
っ
越
せ
ん
な
ら
引
っ
越
し
た
方
が
い
い
よ
。

じ
ゃ
お
休
み
ね
（
と
６
０
１
号
室
へ

）
」 

 

〇
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
・
前
（
日
替
わ
り
・
夕
） 
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ダ
ッ
シ
ュ
で
出
て
く
る
橋
本
。 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
を
華
麗
に
か
わ
し
、

颯
爽
と
走
っ
て
い
く
。 

 
〇
ア
パ
ー
ト
Ａ
・
２
階
の
部
屋
（
夕
） 

 
 

 
 

 
橋
本
、
田
村
と
共
に
内
見
。 

 
 

 
 

 

６
畳
ワ
ン
ル
ー
ム
。 

 
 

 
 

 

橋
本
、
首
を
横
に
振
る
。 

 

〇
ア
パ
ー
ト
Ｂ
・
２
階
の
部
屋
（
夜
） 

 
 

 
 

 

橋
本
、
浴
室
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、 

 
 

 
 

 

か
な
り
狭
い
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
。 

 
 

 
 

 

橋
本
、
首
を
横
に
振
る
。 

 

〇
ア
パ
ー
ト
Ｃ
・
１
階
の
部
屋
（
夜
） 

 
 

 
 

 

歩
道
に
面
し
た
大
窓
。 

 
 

 
 

 

自
転
車
に
乗
っ
た
お
じ
さ
ん
が
こ
ち
ら

を
見
な
が
ら
通
過
。 

 
 

 
 

 

橋
本
、
首
を
横
に
振
る
。 
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〇
ア
パ
ー
ト
Ｄ
（
３
階
建
）
の
前
（
夜
） 

 
 

 
 

 

不
動
産
会
社
の
社
用
車
か
ら
出
て
く
る
、 

橋
本
と
田
村
。 

田
村

「
（

疲
れ
た
様
子
で
）
こ
こ
の
３
階
で
す
ね
」 

橋
本
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
」 

田
村
「
あ
、
い
え
、
た
だ
男
性
で
あ
れ
ば
問
題
な
く
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
首
を
横
に
振
る
。 

 

〇
不
動
産
会
社
（
夜
） 

 
 

 
 

 

テ
ー
ブ
ル
に
座
る
、
橋
本
と
田
村
。 

田
村
「
ち
ょ
っ
と
こ
の
条
件
で
と
な
る
と…

…

、
エ

リ
ア
を
広
げ
る
し
か
」 

橋
本
「
分
か
り
ま
し
た
」 

田
村
「
で
は
こ
ち
ら
で
候
補
を
探
し
ま
す
が
、
次
回

は
い
つ
頃
が
」 

橋
本
「
明
日
で
」 

 

〇
工
事
現
場
（
夜
） 

 
 

 
 

 

仕
事
を
終
え
た
島
田
。 

 
 

 
 

 

現
場
監
督
（
男
・
４
０

）
、

島
田
へ 
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現
場
監
督
「
は
い
お
疲
れ
（
と
給
料
を
渡
す

）
」 

島
田

「
（

頭
を
何
度
も
下
げ
な
が
ら
）
実
は
ち
ょ
っ 

と
金
貯
め
て
て
、
よ
け
れ
ば
仕
事
を
も
少
し

（
と
顔
を
上
げ
る
も

）
」 

 
 

 
 

 

現
場
監
督
は
も
う
ど
こ
か
へ
。 

 

〇
帰
り
道
・
コ
ン
ビ
ニ
近
く
（
夜
） 

 
 

 
 

 

島
田
、
疲
れ
た
様
子
で
歩
い
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

携
帯
電
話
（
ガ
ラ
ケ
ー
）
が
鳴
る
。 

 
 

 
 

 

メ
ー
ル
を
開
く
と
、 

 
 

 
 

 

【
明
日
の
現
場
無
し
に
な
り
ま
し
た
】 

島
田
「…

…

。
や
っ
て
ら
ん
ね
」 

 
 

 
 

 

給
料
袋
を
握
り
し
め
、
コ
ン
ビ
ニ
へ
。 

 

〇
橋
本
の
部
屋
（
夜
） 

 
 

 
 

 

橋
本
、
パ
ソ
コ
ン
で
賃
貸
住
宅
サ
イ
ト

を
見
て
い
る
。 

橋
本

「
（

良
さ
そ
う
な
物
件
を
見
つ
け
）
あ
」 

 
 

 
 

 

す
か
さ
ず
『
不
動
産 

田
村
さ
ん
』
へ

電
話
。 
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〇
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
（
数
日
後
） 

 
 

 
 

 

川
畑
と
水
谷
、
ラ
ン
チ
を
し
て
い
る
。 

水
谷
「
う
っ
そ
！ 

つ
い
に
！
？
」 

川
畑
「
う
ん
」 

水
谷
「
決
め
手
は
！
？
」 

川
畑
「
ん
ー…

…
、
な
り
ゆ
き
？
」 

 

〇
Ａ
ハ
イ
ツ
・
２
階
の
部
屋
（
夜
） 

 
 

 
 

 

内
見
に
来
て
い
る
橋
本
。 

 
 

 
 

 

田
村
、
必
死
で
説
明
し
て
い
る
。 

橋
本

「
（

頷
い
て
）
こ
こ
に
し
ま
す
」 

田
村
「
ほ
ん
と
で
す
か
！ 

良
か
っ
た
で
す
！
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
部
屋
を
見
な
が
ら
何
度
も
頷
く
。 

田
村

「
（

安
堵
し
て
）
や
っ
と…

…

」 

橋
本
「…
…

あ
」 

田
村
「
何
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
も…

…

」 

橋
本
「
い
や
、
あ
の
、
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
と
深
々
頭
を
下
げ
る

）
」 
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〇
川
畑
の
部
屋
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 

 
 

 

電
気
が
つ
い
て
い
る
。 

川
畑
、
た
だ
い
ま
ー
、
と
帰
っ
て
く
る
。 

川
畑
「
ち
ょ
っ
と
」 

川
畑
母
、
テ
レ
ビ
台
の
上
に
散
ら
か
っ

た
化
粧
品
た
ち
を
整
理
し
て
い
る
。 

ゴ
ミ
袋
に
、
い
く
つ
か
容
器
が
入
っ
て

い
る
。 

川
畑
母
「
ご
は
ん
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
」 

川
畑
「
勝
手
な
こ
と
し
な
い
で
（
と
袋
を
取
る

）
」 

川
畑
母

「
（

取
り
返
し
て
）
こ
ん
な
散
ら
か
し
て
、

愛
想
尽
か
さ
れ
た
ら
ど
う
す
ん
の
」 

川
畑
「
ほ
ん
と
い
い
か
ら
」 

川
畑
母
「
あ
、
今
日
美
味
し
そ
う
な
饅
頭
屋
見
つ
け

て
買
っ
て
き
た
か
ら
、
食
べ
て
み
て
」 

 
 

 
 

 

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
、
饅
頭
の
箱
が
二
箱
。 

川
畑
母
「
彼
に
も
あ
げ
な
さ
い
ね
」 

川
畑
「
余
計
な
こ
と
し
な
い
で
よ…

…

」 

川
畑
母
「
あ
と
今
日
ね
、
近
く
の
神
社
に
も
行
っ
て

き
た
の
よ
。
い
い
わ
ね
～
あ
そ
こ
。
パ
ワ
ー
ス
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ポ
ッ
ト
っ
て
い
う
の
？ 

御
朱
印
も
貰
っ
ち
ゃ

っ
て
（
と
話
し
続
け
る

）
」 

川
畑
の
携
帯
電
話
が
鳴
る
。 

川
畑
「
ご
め
ん
（
と
玄
関
へ

）
」 

 

〇
同
・
玄
関
（
夜
） 

川
畑
、
電
話
に
出
る
と
、
酔
っ
た
様
子

の
成
川
。 

電
話
の
先
が
騒
が
し
い
。 

成
川

「
（

オ
フ
）
唯
ち
ゃ
ん
何
し
て
る
？ 

仕
事
早

く
終
わ
っ
て
飲
ん
で
ん
だ
け
ど
、
ど
う
？
」 

川
畑
「
ど
う
っ
て…

…

。
無
理
だ
よ
、
お
母
さ
ん
来

て
る
か
ら
」 

電
話
先
で
話
し
続
け
る
成
川
。 

川
畑
「…

…

」 

 
 

 
 

 
 

〇
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

川
畑
母
、
せ
っ
せ
と
化
粧
品
を
整
理
し

て
い
る
。 

 
 

 
 

 

ご
め
ん
ご
め
ん
、
と
戻
っ
て
く
る
川
畑
。 
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川
畑
母
「
あ
、
お
母
さ
ん
明
日
帰
る
か
ら
」 

川
畑
「
え
？ 

週
末
ま
で
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

川
畑
母
「
用
事
あ
る
の
す
っ
か
り
忘
れ
て
て
ね
～
。

や
だ
ね
え
」 

川
畑
「…

…

。
せ
っ
か
く
だ
し
ゆ
っ
く
り
し
て
い
き

な
よ
。
銀
座
の
資
生
堂
パ
ー
ラ
ー
と
か
、
行
か

な
く
て
い
い
の
？
」 

川
畑
母
「
い
い
の
い
い
の
。
い
つ
で
も
来
れ
る
か
ら
」 

川
畑
「…

…

」 

 
 

 
 

 

せ
っ
せ
と
続
け
る
川
畑
母
、
化
粧
品
を

一
つ
手
に
取
る
と
、 

川
畑
母
「
な
に
こ
れ
ベ
ト
ベ
ト
じ
ゃ
な
い
の
お
！ 

（
と
ゴ
ミ
袋
へ

）
」 

川
畑
「
あ
、
そ
れ
だ
め
！
（
と
ゴ
ミ
袋
か
ら
取
り
出

し
）
こ
れ
高
い
ん
だ
よ
（
と
手
で
拭
い

）
」 

 
 

 
 

 

川
畑
母
の
横
に
座
る
。 

文
句
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
続
け
る
川
畑
母
。 

 
 

 
 

 

二
人
で
整
理
。 

川
畑
「…

…

ね
え
、
私
に
結
婚
し
て
ほ
し
い
の
？
」 
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川
畑
母
「
え
ー
？ 

ま
あ
唯
が
幸
せ
な
ら
、
な
ん
で

も
え
え
け
ど
ね
」 

川
畑
「
で
も
な
ん
で
？ 

だ
っ
て
お
母
さ
ん
は
」 

川
畑
母

「
（

被
せ
て
）
い
つ
か
唯
が
寂
し
く
な
っ
た

ら
、
嫌
か
ろ
」 

川
畑
「…

…
」 

川
畑
母
「
で
、
孫
は
い
つ
見
れ
る
ん
（
と
ふ
ざ
け

る

）
」 

川
畑
「
や
め
て
よ
も
う
（
と
笑
う

）
」 

 

〇
橋
本
の
部
屋
・
ベ
ラ
ン
ダ
（
数
日
後
・
夕
） 

 
 

 
 

 

富
士
山
が
見
え
る
。 

Ｔ
「
数
日
後
」 

 

〇
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
・
４
階
（
夜
） 

 
 

 
 

 

橋
本
、
上
っ
て
来
る
。 

 
 

 
 

 

寝
て
い
る
島
田
。 

橋
本
「
島
田
さ
ん
」 

島
田
「
お
ぅ
、
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
。
つ
い
に
明
日
か
」 

橋
本
「
は
い
」 
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島
田

「
（

何
度
も
頷
い
て
、
寂
し
そ
う
に
）
や
っ
た 

じ
ゃ
ん
。
色
々
あ
り
が
と
ね
」 

橋
本
「
こ
ち
ら
こ
そ
」 

島
田

「
（

目
を
瞑
っ
て
）
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
と
一
杯

や
り
た
か
っ
た
な
あ
」 

 
 

 
 

 
島
田
の
手
に
は
、
開
い
た
ガ
ラ
ケ
ー
。 

 
 

 
 

 

出
て
行
っ
た
妻
と
島
田
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ 

ト
写
真
。 

橋
本

「
（

そ
れ
を
見
て
）
じ
ゃ
あ
、
今
か
ら
で
も
」 

 
 

 
 

 

島
田
、
目
を
瞑
っ
た
ま
ま
答
え
な
い
。 

 

〇
橋
本
の
部
屋
（
日
替
わ
り
） 

 
 

 
 

 

段
ボ
ー
ル
が
並
ぶ
、
殺
風
景
な
部
屋
。 

 
 

 
 

 

ピ
ン
ポ
ー
ン
、
と
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
。 

 

〇
同
・
玄
関 

橋
本
、
ド
ア
を
開
け
る
と
、
息
を
切
ら

し
て
い
る
引
越
し
業
者
の
作
業
員
Ａ

（
４
０
）
と
作
業
員
Ｂ
（
２
２

）
。 

作
業
員
Ａ
「
こ
れ
、
お
部
屋
の
前
に
」 
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手
に
は
、
カ
ッ
プ
酒
。 

受
け
取
る
橋
本
。 

『
せ
ん
べ
つ
』
と
マ
ジ
ッ
ク
で
書
か
れ

て
い
る
。 

 
 

 
 

 

〇
Ａ
ハ
イ
ツ
・
前 

 
２
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
。 

引
っ
越
し
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
去

っ
て
い
く
。 

 

〇
橋
本
の
新
居 

 
 

 
 

 

１
Ｋ
の
室
内
。 

段
ボ
ー
ル
と
植
物
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
る
。 

そ
の
中
に
立
っ
て
い
る
橋
本
。 

橋
本
「
よ
し
（
と
荷
ほ
ど
き
に
取
り
掛
か
る

）
」 

 
 

 
 

 

が
、
置
き
場
が
な
い
。 

 

〇
電
車
（
日
替
わ
り
・
朝
） 

 
 

 
 

 

満
員
の
電
車
内
。 
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人
混
み
に
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
橋
本
。 

 

〇
保
険
会
社
オ
フ
ィ
ス 

 
 

 
 

 

川
畑
、
デ
ス
ク
で
仕
事
を
し
て
い
る
。 

橋
本
の
声
「
川
畑
さ
ん
」 

 
 

 
 

 
川
畑
、
振
り
向
く
と
、
そ
こ
に
は
真
剣

な
表
情
の
橋
本
。 

橋
本
「
引
っ
越
し
ま
し
た
」 

川
畑
「
は
い
？
」 

橋
本
「
あ
の
家
引
っ
越
し
て
、
普
通
の
部
屋
に
引
っ

越
し
ま
し
た
」 

川
畑
「
は
あ
」 

橋
本
「
ど
う
で
し
ょ
う
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
川
畑
を
ジ
ッ
と
見
て
い
る
。 

川
畑
「
あ
、
い
や
、
ご
め
ん
な
さ
い
」 

橋
本
「
へ
？
」 

川
畑
「
い
や
あ
の…

…

、
お
付
き
合
い
し
て
い
る
方

が
、
い
ま
す
の
で
」 

橋
本
「…

…

え
？
」 

川
畑
「
え
？
」 
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橋
本
「
あ
れ
。
あ
の
家
、
引
っ
越
し
た
ん
で
す
け
ど
」 

川
畑
「…

…

は
い
」 

橋
本
「
だ
め
で
す
か
ね
」 

川
畑
「
そ
ー
、
で
す
ね…

…

」 
橋
本
「
え
。
い
や
、
す
み
ま
せ
ん
。
僕
て
っ
き
り
。

え
、
ほ
ん
と
で
す
か
」 

川
畑
「
ご
め
ん
な
さ
い
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
が
く
り
と
肩
を
落
と
し
、
愕
然

と
し
た
表
情
。 

 
 

 
 

 

周
り
の
社
員
が
見
て
い
る
。 

川
畑
「
ち
ょ
っ
と
橋
本
さ
ん
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
愕
然
と
し
た
ま
ま
。 

川
畑
「
お
願
い
な
ん
で
顔
上
げ
て
く
だ
さ
い
」 

橋
本

「
（

視
線
を
落
と
し
た
ま
ま
）
何
で
で
す
か…

…

。
僕
引
っ
越
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど…

…

」 

川
畑
「…
…

。
い
や
私
も
、
ち
ょ
っ
と
は
、
ち
ょ
っ

と
は
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
ま
す
よ
。
あ
ん
な

風
に
帰
っ
て
。
で
も
、
別
に
あ
の
家
だ
か
ら
と

か
じ
ゃ
な
く
て
で
す
ね…

…

」 

橋
本

「
（

顔
を
上
げ
）
違
っ
た
ん
で
す
か
」 
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川
畑
「
い
や
、
あ
の
家
だ
か
ら
っ
て
の
も
あ
っ
た
ん

で
す
け
ど…

…

」 

橋
本
「
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」 

川
畑

「
（

言
葉
を
選
ん
で
）
い
や
、
な
ん
て
言
う
ん

だ
ろ
。
橋
本
さ
ん
が
い
い
な
ら
、
あ
の
家
も
あ

の
家
で
良
い
と
思
い
ま
す
よ
。
た
だ…

…

」 

橋
本
「
た
だ
何
で
す
か
」 

川
畑
「
な
ん
て
い
う
か…

…

。
こ
ん
な
こ
と
私
が
言

う
の
も
変
で
す
け
ど
、
橋
本
さ
ん
自
身
は
素
敵

な
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
そ
の
ま
ま
で
、
い
い
ん

だ
と
思
い
ま
す
、
多
分
」 

橋
本
「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」 

川
畑
「
い
や
、
え
っ
と
ー
。
そ
う
、
あ
の
階
段
。
あ

の
階
段
は
、
女
性
が
上
る
に
は
、
す
ご
く
大
変

な
ん
で
す
よ
」 

橋
本
「
や
っ
ぱ
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」 

川
畑
「
い
や
、
違
く
て
、
な
ん
て
い
う
か…

…

」 

橋
本
、
川
畑
の
言
葉
を
待
っ
て
い
る
。 
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川
畑
「
階
段
が
と
い
う
よ
り…

…

、
橋
本
さ
ん
は
、

そ
れ
を
気
に
し
て
く
れ
れ
ば
良
か
っ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
」 

橋
本

「
（

目
を
丸
く
し
て

）
」 

 

〇
新
居
の
最
寄
り
駅
（
夜
） 

 
 

 
 

 

改
札
か
ら
出
て
く
る
橋
本
。 

 
 

 
 

 

雨
が
降
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

橋
本
の
前
方
、
雨
を
気
に
し
て
い
る
ス

ー
ツ
姿
の
男
性
。 

 
 

 
 

 

傘
を
持
っ
た
女
性
と
息
子
が
迎
え
に
来

る
。 

 
 

 
 

 

幸
せ
そ
う
に
歩
い
て
い
く
三
人
。 

 
 

 
 

 

橋
本
、
彼
ら
を
見
て
い
る
。 

 

〇
橋
本
の
新
居
（
夜
） 

 
 

 
 

 

帰
っ
て
き
た
橋
本
（
濡
れ
て
い
る

）
、 

 
 

 
 

 

へ
こ
た
れ
た
様
子
で
座
る
。 

橋
本

「
（

気
の
抜
け
た
様
子
で
）…

…

」 

 
 

 
 

 

と
、
『
せ
ん
べ
つ
』
と
書
か
れ
た
カ
ッ 
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プ
酒
が
目
に
入
る
。 

 

〇
立
ち
飲
み
屋
（
夜
） 

 
 

 
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
で
一
人
飲
ん
で
い
る
島
田
。 

酒
が
回
っ
て
お
り
、
虚
ろ
な
目
で
肘
を

つ
き
、
だ
ら
し
な
く
立
っ
て
い
る
。 

成
川
の
声

「
（

大
声
で
）
い
や
～
た
ま
に
は
こ
う
い

う
安
い
と
こ
も
イ
イ
ね
！
」 

 
 

 
 

 

島
田
の
後
ろ
、
川
畑
と
成
川
が
飲
ん
で

い
た
。 

 
 

 
 

 

酒
が
回
っ
て
い
る
成
川
、
調
子
よ
く
大

声
で
話
し
続
け
る
。 

 
 

 
 

 

苦
笑
い
の
川
畑
。 

成
川

「
（

近
く
の
客
へ
）
飲
み
ま
す
？ 

奢
り
ま
す

よ
？
（
と
絡
み
始
め
る

）
」 

島
田

「
（

う
る
せ
え
な
あ

）
」 

成
川

「
（

島
田
の
肩
を
掴
み
）
お
じ
さ
ん
は
ど
う
で
」 

島
田

「
（

振
り
ほ
ど
き
）
う
る
し
ぇ
え
な
あ
！
」 

成
川
「…

…

。
こ
う
ぇ
～
」 

川
畑
「
ち
ょ
っ
と…

…

」 
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島
田

「
（

成
川
を
睨
ん
で
）…

…

。
あ
」 

川
畑
「
あ
」 

島
田
「…

…

あ
ん
た
、
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
の
！
」 

川
畑

「
（

や
ば
っ

）
」 

成
川
「
？
」 

 

〇
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
ま
で
の
道
（
夜
） 

 
 

 
 

 

橋
本
、
雨
の
中
走
っ
て
い
る
。 

 

〇
同
・
４
階
（
夜
） 

 
 

 
 

 

ダ
ッ
シ
ュ
で
上
っ
て
く
る
橋
本
。 

 
 

 
 

 

息
を
切
ら
し
て
い
る
。 

橋
本
「
島
田
さ
ん
」 

 
 

 
 

 

が
、
そ
こ
に
島
田
の
姿
は
な
い
。 

 

〇
同
・
６
階
（
夜
） 

 
 

 
 

 

『
６
０
１
』
の
プ
レ
ー
ト
。 

 
 

 
 

 

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
す
橋
本
。 

橋
本
「
島
田
さ
ー
ん
」 

 
 

 
 

 

反
応
な
し
。 
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橋
本
「
島
田
さ
ー
ん
？
」 

 
 

 
 

 

反
応
な
し
。 

 
 

 
 

 

橋
本
、
諦
め
て
帰
っ
て
い
く
。 

 
〇
立
ち
飲
み
屋
・
近
く
（
夜
） 

 
 

 
 

 
橋
本
、
雨
の
中
歩
い
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

と
、
前
方
か
ら
、 

島
田
の
声
「
ん
だ
よ
調
子
乗
り
や
が
っ
て
！
」 

 
 

 
 

 

店
員
に
店
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
島
田

（
泥
酔

）
。 

 
 

 
 

 

追
っ
て
、
店
か
ら
出
て
く
る
成
川
。 

成
川
「
さ
っ
き
か
ら
誰
だ
よ
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
っ
て
」 

島
田
「
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
は
な
あ
、
俺
の
唯
一
の
と

も
だ
ち
な
ん
だ
よ
（
と
食
ら
い
つ
く

）
」 

 
 

 
 

 

成
川
、
島
田
を
簡
単
に
振
り
払
う
。 

 
 

 
 

 

派
手
に
倒
さ
れ
る
島
田
。 

成
川

「
（

ス
ー
ツ
の
汚
れ
を
気
に
し
て
）
ん
だ
よ
こ

の
き
た
ね
え
お
っ
さ
ん
」 

橋
本
「
島
田
さ
ん
！
（
と
駆
け
寄
る

）
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
膝
を
つ
き
島
田
の
肩
を
抱
く
。 
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頭
を
打
っ
た
よ
う
だ
。 

橋
本
「
大
丈
夫
で
す
か
。
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
」 

島
田
「…

…

は
し
も
っ
ち
ゃ
ん…

…

？
」 

成
川
「
で
た
。
こ
れ
が
は
し
も
っ
ち
ゃ
ん
？
」 

島
田
「…

…

あ
い
つ
が
、
あ
ん
な
奴
が
は
し
も
っ
ち

ゃ
ん
の…

…

」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
振
り
返
っ
て
成
川
を
見
る
。 

 
 

 
 

 

見
覚
え
は
な
い
。 

 
 

 
 

 

見
下
し
た
目
で
見
て
い
る
成
川
。 

と
、
川
畑
が
店
員
に
謝
り
な
が
ら
出
て

く
る
。 

川
畑

「
（

橋
本
を
見
て
）…

…

」 

橋
本

「
（

川
畑
を
見
て
）…

…

」 

成
川
「
な
に
、
知
り
合
い
な
の
？
」 

川
畑
「
会
社
の…

…

」 

橋
本

「
（

川
畑
か
ら
目
を
そ
ら
し
、
島
田
へ
）
立
て

ま
す
か
。
い
き
ま
し
ょ
う
（
と
肩
を
担
ぐ

）
」 

 
 

 
 

 

泥
酔
の
島
田
、
ご
め
ん
、
ご
め
ん
と
呟

い
て
い
る
。 
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橋
本
、
島
田
を
担
ぎ
な
が
ら
、
雨
の
中

ど
う
に
か
歩
い
て
い
く
。 

成
川
「
ん
だ
よ
あ
い
つ
ら
。
い
こ
」 

川
畑

「
（

橋
本
ら
の
後
ろ
姿
を
見
て
）…

…

」 

 

〇
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
ま
で
の
道
（
夜
） 

 
 

 
 

 

雨
に
打
た
れ
な
が
ら
、
島
田
を
担
い
で

歩
く
橋
本
。 

 
 

 
 

 

と
、
横
か
ら
傘
。 

川
畑
だ
。 

川
畑
「…

…

さ
っ
き
は
ご
め
ん
な
さ
い
」 

橋
本
「…

…

あ
、
い
や
。
（
川
畑
が
濡
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
）
あ
の
、
傘
」 

川
畑

「
（

無
視
し
て
）
こ
っ
ち
で
す
よ
ね
」 

橋
本
「
は
い…
…

」 

 

〇
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
夜
） 

 
 

 
 

 

島
田
を
担
い
で
入
っ
て
く
る
橋
本
。 

 
 

 
 

 

階
段
を
上
ろ
う
と
す
る
と
。 

川
畑
「
手
伝
い
ま
す
」 
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川
畑
、
反
対
側
か
ら
島
田
を
担
ぐ
。 

 

〇
同
・
６
階 

島
田
の
部
屋
前
（
夜
） 

橋
本
「
鍵
、
ど
こ
か
分
か
り
ま
す
か
（
と
島
田
の
ポ

ケ
ッ
ト
を
探
っ
て
い
る

）
」 

 
 

 
 

 
川
畑
、
ヒ
ー
ル
を
履
い
て
い
な
い
。 

橋
本
「
靴
は
」 

川
畑
「
一
階
に
置
い
て
き
ま
し
た
」 

 

〇
島
田
の
部
屋
（
夜
） 

 
 

 
 

 

部
屋
に
は
、
夫
婦
の
写
真
。 

布
団
に
島
田
を
寝
か
せ
る
橋
本
。 

 
 

 
 

 

島
田
の
意
識
は
回
復
し
つ
つ
あ
る
。 

 
 

 
 

 

川
畑
、
離
れ
た
と
こ
ろ
で
立
っ
て
い
る
。 

島
田
「
ご
め
ん
な
あ
」 

橋
本
「…
…

」 

島
田
「
な
ん
で
俺
は
こ
う
な
ん
だ
ろ
」 

橋
本
「
な
ん
で
で
し
ょ
う
ね
」 

島
田
「
な
ん
か
、
カ
ッ
と
な
っ
ち
っ
た
。
ご
め
ん
」 
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橋
本
「…

…

気
持
ち
は
う
れ
し
い
で
す
け
ど…

…

、

あ
れ
は
、
良
く
な
い
で
す
」 

島
田
「
う
ん
」 

橋
本
「
だ
っ
て
、
あ
ん
な
ん
じ
ゃ
、
奥
さ
ん
も
帰
っ

て
き
た
い
と
思
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
酒
は

昔
か
ら
な
ん
で
す
か
」 

島
田
「
こ
ん
な
増
え
た
の
は
、
こ
こ
に
越
し
て
色
々

上
手
く
い
か
な
く
な
っ
て
か
ら
だ
な
」 

橋
本
「
わ
か
ん
な
い
で
す
け
ど
、
今
の
島
田
さ
ん
じ

ゃ
、
帰
っ
て
き
た
く
て
も
帰
っ
て
こ
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
か
そ
う
い
う

こ
と
以
前
に
」 

 
 

 
 

 

川
畑
、
橋
本
を
見
て
い
る
。 

島
田
「…

…

」 

橋
本
「
お
酒
、
少
し
控
え
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

忠
告
し
ま
す
。
友
達
と
し
て
」 

島
田
「…

…

あ
り
が
と
」 

橋
本
「
も
し
い
つ
か
、
引
っ
越
す
時
が
来
た
ら
言
っ

て
く
だ
さ
い
。
僕
、
物
凄
く
辛
抱
強
い
不
動
産

の
人
知
っ
て
る
の
で
」 
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島
田

「
（

笑
み
を
浮
か
べ
）
そ
ん
な
人
い
ん
だ
」 

橋
本
「
い
た
ん
で
す
よ
」 

島
田
「
へ
へ
へ
。
あ
り
が
と
ね
」 

橋
本
「
じ
ゃ
、
帰
り
ま
す
（
と
立
ち
上
が
る

）
」 

 
 

 
 

 

島
田
も
、
橋
本
と
川
畑
を
送
ろ
う
と
立 

ち
上
が
る
。 

橋
本
「
い
い
で
す
よ
」 

島
田
「
い
ん
だ
い
ん
だ
。
麦
茶
作
る
か
ら
」 

橋
本
「
麦
茶
？
」 

島
田
「
い
や
昔
よ
、
俺
が
何
の
気
な
し
に
麦
茶
作
る

だ
け
で
、
（
写
真
を
指
し
）
あ
い
つ
や
け
に
喜

ん
で
く
れ
て
た
ん
だ
よ
。
な
ん
か
そ
れ
思
い
出

し
て
ね
」 

 

〇
府
中
け
や
き
並
木
通
り
～
府
中
駅
（
夜
） 

 
 

 
 

 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。 

雨
が
や
ん
で
い
る
。 

 
 

 
 

 

並
ん
で
歩
く
橋
本
と
川
畑
。 

橋
本
「
今
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

川
畑
「…

…

こ
こ
歩
く
の
、
久
し
ぶ
り
で
す
ね
」 
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橋
本
「
そ
う
で
す
ね
」 

川
畑
「
あ
の
」 

橋
本
「
は
い
」 

川
畑
「
結
婚
生
活
と
か
、
理
想
の
結
婚
相
手
っ
て
何

か
、
私
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
」 

橋
本
「…

…
」 

川
畑
「
私
の
親
、
小
さ
い
こ
ろ
に
離
婚
し
て
て
」 

橋
本

「
（

黙
っ
て
聞
い
て
い
る

）
」 

川
畑
「
す
み
ま
せ
ん
。
変
な
話
し
て
」 

橋
本
「
続
け
て
く
だ
さ
い
。
聞
き
た
い
で
す
」 

川
畑
「…

…

で
も
今
日
、
最
後
島
田
さ
ん
？
の
話
を

聞
い
て
、
な
ん
と
な
く
、
少
し
分
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
な
ん
て
い
う
か
、
女
性
の

扱
い
に
慣
れ
て
る
と
か
、
常
に
頼
り
が
い
が
あ

る
と
か
じ
ゃ
な
く
て
も
、
無
く
な
っ
た
麦
茶
を

気
づ
い
た
時
に
作
っ
て
お
い
て
く
れ
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
関
係
性
で
い
て
く
れ
る
人
っ
て
、
素
敵

だ
な
っ
て
。
そ
う
い
う
生
活
っ
て
良
い
な
っ
て
、

勝
手
に
思
い
ま
し
た
」 

橋
本
「…

…

」 
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川
畑
「
も
し
か
し
た
ら
島
田
さ
ん
の
前
の
人
も
、
島

田
さ
ん
の
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
て
た
の

か
な
っ
て…

…

」 

橋
本

「
（

小
さ
く
頷
く

）
」 

川
畑
「…

…

橋
本
さ
ん
は
、
私
の
ど
こ
が
良
い
と
思

っ
て
く
れ
て
た
ん
で
す
か
？
」 

橋
本

「
（

考
え
て
）…

…

顔
面
？
」 

川
畑
「
は
？
」 

橋
本
「
笑
顔
が
素
敵
で
す
」 

川
畑
「…

…

最
初
か
ら
そ
う
言
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」 

橋
本
「
い
や
、
で
も
、
そ
れ
し
か
知
り
ま
せ
ん
。
も

っ
と
、
川
畑
さ
ん
の
こ
と
が
知
り
た
い
で
す
」 

川
畑

「
（

顔
を
赤
ら
め

）
。

前
に
、
橋
本
さ
ん
は
変

わ
っ
て
る
っ
て
言
っ
た
こ
と
覚
え
て
ま
す
？
」 

橋
本
「
は
い
」 

川
畑
「
橋
本
さ
ん
は
、
変
わ
っ
て
る
、
優
し
い
人
だ

っ
て
こ
と
も
、
今
日
分
か
り
ま
し
た
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
顔
を
赤
ら
め
る
。 

 
 

 
 

 

駅
に
着
く
二
人
。 
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改
札
を
通
り
抜
け
る
。 

 
 

 
 

 

言
葉
を
交
わ
し
、
互
い
に
反
対
の
ホ
ー

ム
へ
と
歩
く
。 

 
〇
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
・
前
（
数
日
後
） 

引
越
し
の
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

 

〇
ト
ラ
ッ
ク
の
中 

運
転
席
に
座
っ
て
い
る
、
荷
下
ろ
し
後

の
作
業
員
Ａ
。
く
た
び
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

作
業
員
Ｂ
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
込
ん
で

く
る
。 

作
業
員
Ａ
「
二
回
も
引
越
し
っ
て
、
変
な
人
だ
よ
な
」 

作
業
員
Ｂ

「
（

笑
っ
て
）
で
も
、
今
回
差
し
入
れ
く

れ
ま
し
た
よ
」 

作
業
員
Ａ
「
お
う
。
え
！
？ 

こ
ん
な
に
！
？
」 

二
人
、
笑
う
。 

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
た
、
大
量
の
お
菓

子
と
飲
み
物
。 
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〇
保
険
会
社
オ
フ
ィ
ス
（
日
替
わ
り
・
夕
） 

 
 

 
 

 

時
計
が
１
７
時
半
を
指
す
。 

 
 

 
 

 

い
つ
も
通
り
、
テ
キ
パ
キ
と
片
付
け
る

橋
本
。 

 
 

 
 

 

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い―

―
―

 

橋
本
「…

…
お
先
、
失
礼
し
ま
す
」 

驚
く
周
り
の
社
員
達
。 

少
し
し
て
、 

川
畑
の
声
「
お
つ
か
れ
さ
ま
で
ー
す
」 

社
員
達

「
（

ぱ
ら
ぱ
ら
と
）
お
つ
か
れ
さ
ま
で
す
」 

橋
本
、
会
社
か
ら
出
て
い
く
。 

上
司
（
５
５
）
「
あ
い
つ
、
な
ん
か
あ
っ
た
ん
じ
ゃ

ね
え
か
？
」 

 
 

 
 

 

社
員
達
、
首
を
傾
げ
る
。 

 
 

 
 

 

川
畑
、
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

川
畑
の
足
元
、
ス
ニ
ー
カ
ー
。 

 

〇
一
軒
家
の
前
（
夜
） 

歩
い
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
一
軒
家

へ
入
っ
て
行
く
。 
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手
に
は
洋
菓
子
の
紙
箱
を
持
っ
て
い
た
。 

 

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
Ａ
の
前
（
夜
） 

外
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
待
つ
親
子

が
見
え
る
。 

 
 

 
 

 
二
人
、
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。 

 

〇
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ
ー
ポ
府
中
・
３
階
ま
で
の
階
段

（
夜
） 

住
人
Ａ
、
し
ん
ど
そ
う
に
重
そ
う
な
買

い
物
袋
を
持
っ
て
上
っ
て
い
る
。 

 

〇
同
・
３
階
の
廊
下
（
夜
） 

 
 

 
 

 

住
人
Ａ
、
誰
か
に
感
謝
を
し
て
部
屋
へ

と
帰
る
。 

 

〇
島
田
の
部
屋
・
前
（
夜
） 

 
 

 
 

 

誰
か
（
橋
本
）
が
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
押

す
。 
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〇
同
・
中
（
夜
） 

 
 

 
 

 

丸
テ
ー
ブ
ル
の
上
、
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
込
ん

で
い
る
鍋
。 

 
 

 
 

 

座
っ
て
い
る
橋
本
。 

橋
本
「
島
田
さ
ん
、
お
酒
い
つ
ぶ
り
で
す
か
」 

 
 

 
 

 
台
所
で
、
ご
機
嫌
そ
う
に
野
菜
を
切
っ

て
い
る
島
田
。 

島
田
「
え
ー
？
」 

橋
本
「
飲
ん
で
ま
す
ね
」 

島
田
「
い
や
、
ち
ょ
っ
と
よ
？ 
毎
日
一
杯
だ
け
！
」 

橋
本
「
毎
日…

…

」 

島
田
、
野
菜
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
ボ
ウ

ル
を
持
っ
て
く
る
。 

橋
本
「
こ
ん
な
に
食
べ
れ
な
い
で
す
よ
」 

島
田
「
い
い
じ
ゃ
な
い
の
（
と
台
所
に
戻
る

）
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
鍋
の
蓋
を
開
け
、
火
加
減
調
整
。 

 
 

 
 

 

島
田
、
缶
ビ
ー
ル
を
持
っ
て
来
て
、 

島
田
「
ま
ず
は
ビ
ー
ル
で
い
い
よ
ね
（
と
橋
本
の
前

に
置
き

）
、

今
日
は
奮
発
し
て
発
泡
酒
じ
ゃ
な

い
か
ら
。
本
物
の
ビ
ー
ル
だ
か
ら
（
と
座
る

）
。
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あ
と
日
本
酒
も
あ
る
か
ら
、
も
う
じ
ゃ
ん
じ
ゃ

ん
い
っ
ち
ゃ
お
う
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
島
田
を
見
る
。 

島
田
「
い
い
じ
ゃ
ん
今
日
は
」 

橋
本
「
ま
あ
い
い
で
す
け
ど
」 

 
 

 
 

 
鍋
に
手
を
出
さ
な
い
二
人
。 

島
田
「
先
、
食
べ
ち
ゃ
う
？
」 

橋
本
「
待
ち
ま
し
ょ
う
」 

 
 

 
 

 

ピ
ン
ポ
ー
ン
、
と
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
。 

 
 

 
 

 

橋
本
、
す
ぐ
に
迎
え
に
行
く
。 

 
 

 
 

 

島
田
、
ニ
コ
ニ
コ
と
そ
の
様
子
を
見
て

い
る
。 

 
 

 
 

 

戻
っ
て
く
る
橋
本
。 

後
ろ
か
ら
、
川
畑
。 

川
畑
「
そ
の
節
は
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」 

島
田

「
（

立
ち
上
が
り
）
や
め
て
よ
。
あ
の
彼
と
は
、

大
丈
夫
？
」 

川
畑
「
別
れ
ま
し
た
」 

島
田
「
え
ぇ
！
？
」 

川
畑
「
全
然
い
い
ん
で
す
。
逆
に
良
か
っ
た
ん
で
」 
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島
田

「
（

申
し
訳
な
さ
そ
う
に
）…

…

。
え
、
じ
ゃ

あ
も
し
か
し
て…

…

（
と
橋
本
を
見
る

）
」 

川
畑
「
ま
さ
か
。
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
」 

橋
本
「…

…

。
こ
れ
、
川
畑
さ
ん
か
ら
」 

 
 

 
 

 

手
に
は
芋
焼
酎
。 

島
田
「
お
ー
あ
り
が
と
～
。
ま
、
と
り
あ
え
ず
座
っ

て
座
っ
て
。
あ
、
ビ
ー
ル
で
い
い
？
」 

川
畑
「
い
や
、
こ
れ
（
焼
酎
）
水
割
り
で
」 

島
田
「
お
っ
け
お
っ
け
（
と
ま
た
台
所
へ

）
」 

 
 

 
 

 

島
田
、
グ
ラ
ス
と
氷
を
用
意
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

並
ん
で
座
る
、
橋
本
と
川
畑
。 

川
畑

「
（

缶
ビ
ー
ル
を
見
て
）
あ
れ
、
今
日
は
ビ
ー

ル
な
ん
で
す
ね
」 

橋
本
「
ま
あ
今
日
は
、
流
れ
的
に
。
も
う
慣
れ
ま
し

た
？ 

階
段
」 

川
畑
「
慣
れ
る
訳
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
疲
れ
ま
し
た
よ
。
な
ん
で
せ
め
て
橋
本

さ
ん
の
と
こ
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
」 

橋
本
「
片
づ
け
が
終
わ
っ
て
な
く
て
」 
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島
田

「
（

グ
ラ
ス
を
手
に
戻
っ
て
き
て
）
始
め
よ
始

め
よ
」 

 
 

 
 

 

三
人
、
酒
を
手
に
。 

島
田

「
（

橋
本
へ
）
じ
ゃ
主
賓
か
ら
乾
杯
の
挨
拶
を
」 

橋
本
「
え
？
」 

川
畑
「
橋
本
さ
ん
、
早
く
」 

橋
本
「…

…

。
こ
れ
か
ら
は
、
７
階
で
は
な
く
４
階

の
橋
本
と
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

乾
杯
」 

島
田
と
川
畑
「
か
ん
ぱ
ー
い
」 

 
 

 
 

 

三
人
、
飲
む
。 

島
田

「
（

小
さ
く
）
い
や
あ
羨
ま
し
い
っ
」 

川
畑

「
（

ボ
ソ
ッ
と
）
４
階
で
も
辛
い
で
す
け
ど
ね
」 

 
 

 
 

 

橋
本
、
嬉
し
そ
う
に
小
さ
く
笑
う
。 

 

お
わ
り 


